
JP 2018-137233 A5 2018.10.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年10月18日(2018.10.18)

【公開番号】特開2018-137233(P2018-137233A)
【公開日】平成30年8月30日(2018.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2018-033
【出願番号】特願2018-72064(P2018-72064)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｃ
   Ｃ０１Ｇ   53/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月3日(2018.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｌｉ１＋ｘＭ１－ｘＯ２（式中、Ｍは、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉ、周期律表の第３族元
素から第１１族元素の間に存在する遷移元素、及び、周期律表の第３周期までの典型元素
からなる群のうちの何れか１種或いは２種以上の組合せ（これを「構成元素Ｍ」と称する
））で表される層状結晶構造を有するリチウム金属複合酸化物からなる粒子の表面に、Ａ
ｌ、Ｔｉ及びＺｒからなる群のうちの何れか１種或いは２種以上の組合せ（これを「表面
元素Ａ」と称する）が存在する表面部を備えた粒子を含むリチウム二次電池用正極活物質
であって、
　Ｘ線光電子分光分析法（ＸＰＳ）により測定される、構成元素Ｍの濃度（ａｔ％）（「
ＣＭ」と称する。構成元素Ｍが２種類以上の場合は濃度の合計）に対する、表面元素Ａの
濃度（ａｔ％）（「ＣＡ」と称する。表面元素Ａが２種類以上の場合は濃度の合計）の比
率（ＣＡ／ＣＭ）が０より大きく０．８より小さく、且つ、
　表面リチウム不純物量が０．４０ｗｔ％未満であり、且つ、ＣｕＫα１線を用いた粉末
Ｘ線回折装置（ＸＲＤ）により測定されるＸ線回折パターンにおいて、（１０４）面由来
のピークの積分強度に対する（００３）面由来のピークの積分強度の比率（００３）／（
１０４）が１．１５より大きい、ことを特徴とするリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項２】
　Ｘ線光電子分光分析法（ＸＰＳ）により測定される、構成元素Ｎｉの濃度（ａｔ％）（
「ＣＮｉ」と称する。）に対する、表面元素Ａの濃度（ａｔ％）（「ＣＡ」と称する。表
面元素Ａが２種類以上の場合は濃度の合計）の比率（ＣＡ／ＣＮｉ）が０より大きく２．
０より小さいことを特徴とする、請求項１に記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　Ｘ線光電子分光分析法（ＸＰＳ）により測定される、構成元素Ｍの濃度（ａｔ％）（「
ＣＭ」と称する。構成元素Ｍが２種類以上の場合は濃度の合計）が０ａｔ％より大きく３
０ａｔ％より小さく、表面元素Ａの濃度（ａｔ％）（「ＣＡ」と称する。表面元素Ａが２
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種類以上の場合は濃度の合計）が０ａｔ％より大きく１０ａｔ％より小さく、構成元素Ｎ
ｉの濃度（ａｔ％）（「ＣＮｉ」と称する。）が０ａｔ％より大きく２５ａｔ％より小さ
いことを特徴とする、請求項１又は２に記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　前記表面部の厚さが０．１ｎｍ～１００ｎｍであることを特徴とする、請求項１～３の
何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項５】
　下記測定方法で測定される表面Ｌｉ２ＣＯ３量が０．３０ｗｔ％未満であることを特徴
とする、請求項１～４の何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物質。
　表面Ｌｉ２ＣＯ３量測定方法：試料１０．０ｇをイオン交換水５０ｍｌに分散させ、１
５ｍｉｎ浸漬させた後、ろ過し、ろ液を塩酸で滴定する。その際、指示薬としてフェノー
ルフタレインとブロモフェノールブルーを用いて、ろ液の変色とその時の滴定量をもとに
して表面Ｌｉ２ＣＯ３量を算出する。
【請求項６】
　粉体抵抗測定機により測定される、２ｋＮの圧力を加えたときの粉体抵抗が４５００Ω
以下であることを特徴とする請求項１～５の何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物
質。
【請求項７】
　前記表面部は、前記粒子内部よりも表面元素Ａの濃度の濃い部分が前記粒子表面に存在
する部分である、請求項１～６の何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物質を正極活物質として備え
たリチウム二次電池。
【請求項９】
　請求項１～７の何れかに記載のリチウム二次電池用正極活物質を正極活物質として備え
たハイブリット電気自動車用または電気自動車用のリチウム二次電池。
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